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大阪維新の会 

渡辺 ひでつな 

 

阪南市議会報告

VVOL 
～議会・行政に 厳しく 、市民・納税者に やさしい 阪南市へ～ 

決算状況 
～正念場が続く～ 

■赤字決算-７年連続の貯金取り崩しとな

りましたが、赤字は ０．５億円にとどまりまし

た。これはふるさと納税で ５．１億円の寄

付があってこその結果。制度が変更にな

り、ふるさと納税はもう期待できません。 

●単年度赤字 

４．４億円（２９年）→０．５億円（３０年度） 

●貯金残額（財政調整基金） 

９．７億円（２９年）→９．２億円（３０年度） 

※でも今、現在の残額は・・・ ３．５億円に 
 

■ローン残額-１６億円超の借金返済を

行いましたが、新たな借入れも。子どもや

孫世代が将来負担することになる借金。 

●残額 １７６．６億円（３０年度） 

※国の支払い負担分も含む 
 

■職員給与-国家公務員給与の増額改

定に倣い市職員給与も５年連続アップ。 

２５年度と単純比較で１．３億円超アップ。    

●５年間で積増しされた総額は・・ 

→ ４．７億円（５年総額・人事院勧告） 

※これ以上のアップをあなたは許す？！ 
 

■扶助費-社会保障に類する、暮らしを

支えるお金です。少子化・高齢化・人口

減少で【今のまんまの継続はムリ】 

●本当に必要な支援はさらに手厚く。 

４４．５億円（２９）→４４．２億円（３０年度） 

※そのため改革議論を行っています。 
 

■これまでの改革導入の成果について 

ほどなく進捗状況の報告があるそうです。 

民間でできることは民間で 
～市営１４事業に応募ありました～ 

■市が行っている全４００事業を【サー

ビス向上・コスト削減】が見込まれる提

案者に民間委託・民営化し最大３年

契約で【代わりにやってもらう】 というプ
ロジェクト。この初年度応募が８月末に

〆切られ１４事業に対し１０団体からの

提案があったことを、市は公表しました 
 

①市民の利益 ②独自性 ③実現性  

④団体能力 ⑤費用の妥当性  
 

これら５つの基準に沿って学識経験者か

らなる外部審査の他、契約にかかる庁

内審査もこれから行われます。その結果

は全て市ホームページで公開され、最

終的に採用された提案は、来年４月から

の本格実施となります。  
 

■この事業のモデルとなった千葉県我

孫子市では、第 1回目の募集で８５件の

提案があったそうです。阪南市はまだま

だ改善の余地があります。 

これについて阪南市は『今回を様々な

角度から分析し、制度の理解や周知期

間の設定など次回に活かし、制度の充

実に努める』としています。 
 

■【今のまんまの継続はムリ】 そんな阪

南市にとって≪公≫と≪民≫の役割を

見直す。これは市の将来を左右する大

きな可能性を秘めています。次回募集

にも、さらなる大きな期待を寄せ、精度

向上の議論を引続き行います。 

 

市議会ランキング👑 

～大阪府下ワースト ３位～ 

■議会改革を訴えるものの、この２年間

全く進みません。遂に、日経グローカル

誌（発行・日本経済新聞社）が全国で

実施した調査で阪南市議会は     

大阪府下ランキング３１位/３３位中  
（全国７３４位/８１５位中）と公表。    

これが、市政の停滞を引き起こす要因
の大きな１つです。 

■改革を前に進めるためには、その

改革意識を持つ議長の誕生が必要
であり、これまでの選出方法を改め

【事前に候補者が自らの考えを示し、

それを確認したうえで投票すること】が

必要、と過日の議長選挙にて訴えまし

たが否決され、旧態依然としたままで

新議長の誕生となりました。 
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次世代への教育投資✐ 
～教員の働き方改革・子育て拠点～ 

 

■教員の働き方改革-阪南市は平成 

２９年度から教員の勤務実態把握のた

め全小中学校にタイムレコーダーを導

入しています。その結果、教員の長時

間勤務の実態が明らかになりました。こ

のことから、教員が本来大切にするべ

き児童生徒のことをきめ細かく把握、

理解するための【児童生徒と向き合う
時間】を十分に確保するため今後、 

市教育委員会は業務の明確化・適正

化、環境整備を行い、長時間勤務の

是正に取り組む、としています。 
 

●業務の明確化・適正化-国の答申

で、学校給食費に関し、未納金の督促

を含めた徴収・管理は市（公会計化）
が担うべきとされたことから、その導入
についての検討を５名の市教育委員会

委員で構成される教育委員会議で検

討頂くよう要望を行いました。 
 

●環境整備-教員の業務負担軽減、

教員の児童生徒と向き合う時間の確保

策として他市では、既にその効果が認

められている、印刷や授業準備・片付

けを行う補助人材の配置を（要予算１３
００万円・全小中学校への各校 1名の

配置）前述同様、教育委員会議で検

討頂くよう要望を行いました。 
 

■子育て拠点整備-鳥取中学校と統

合する尾崎中学校跡地に、公立尾崎

幼稚園・公立尾崎保育所を統合し、私

立認定こども園として令和４年４月の 

新設・開園。また、時期を同じくして 

公立朝日幼稚園が公立はあとり幼稚

園と統合されます。これらの計画により 
 

１０年間で９億円超の財政負担の減少 
 

が見込まれ、その結果、就学前教育の

持続可能性を確保するとともに、生み

出される財源を活用し、幼稚園・保育

所を含めた幼児教育全体の充実が図

られます。 

 

 

 

 
 

   阪南市民病院🏥 
～厚労省『再編統合の検証』求める～ 

 

■国（厚生労働省）は、人口構造や医

療需要の将来変化を予測し、その課

題解決のため【地域医療構想】を策定

しています。構想では団塊の世代が７５

歳を迎える２０２５年までに医療提供体

制の最適化を各都道府県において実

施するよう求めています。その実現に向

け、全国１６５２の公立公的病院の内  

「診療実績が特に少ない」       
「近くに代替機能を持つ病院がある」  
として４２４の公立・公的病院に対し【再

編統合の本格的な検証】を求め、対象

病院名を９月に公表しました。大阪府

内では阪南市民病院を含む公立４・公

的６病院が対象と判断されています。 
 

■しかし、この調査結果は過去の実績

データが用いられている点や全国一律

的な基準で抽出された点を大阪府は

指摘しており今後、阪南市民病院に対
し大阪府独自の調査を実施した上で、
地域の実情や病院の現状を踏まえた

協議を阪南市と行い、今後の担うべき

役割について来年３月をめどに定め

る、としています。 
 

■大阪府は、府内を８つの医療圏に分

け阪南市を、堺市を除く大和川以南を

１つとする【泉州構想区域】に設定し 

切れ目のない医療提供体制の充実を

目指しています。この区域では２０２５年

に各病床機能数に過不足が生じるとい

う大きな問題を抱えています。 

 
この問題を解消するため、大阪府は最

新の医療実態にかかるデータを用い

て、泉州構想区域の全病院の将来プ

ランを策定、病床機能の分化や連携

に向けた協議実施を今後行い、病床
機能の最適化を図り、２０２５年に備え
る、としています。  
 

 

 
       

《お知らせ》  
●次回号-１２月議会終了後      

新年１月発行・配布を予定しています。 
 

●募集 維新政治塾－大阪維新の会

が主宰する第５期維新政治塾が来年 

1月の開講を予定しています。これから

年末にかけ募集概要の発表、そして選

考が行われます。今回は特に！！！ 

次回（２０２１年初秋）阪南市議会議員

選挙挑戦を考える皆さんを大応援！ 
阪南市議団の２人（角野議員と渡辺）

揃って修了生です。 お気軽にご相談

ご連絡をお待ちしていますっ！ 
 

●身を切る改革実行中 

【①消費増税】【②市公共料金の一部

値上げ】【③市財政が好転せず】これら

のことから議員報酬 25％カット（５８３万

円へ）を９月議会で提案するも、ふたた

び否決。昨年に引き続き、被災地等へ
の寄付を行い、次回ご報告致します。 
 

●政務活動費-【議会基本条例】と【政

治倫理条例（説明責任のルール化）】

の策定で市民・納税者の目線に立ち

≪議会を見える化≫することが必要 

と訴えています。皆さまの理解が得られ

る制度の完成まで、政務活動費（24万

円）を請求せず活動を続けます。 

 

 
  

    渡辺ひでつな通信 第 11号 
 

でんわ：０８０・５６３６・７５７６ 

メール ： 
watanabehidetsuna＠gmail.com 

発行元：渡辺ひでつな後援会 

発行：２０１９年１０月 


